







































の「マネジメント・開発・NGO」（Breaking the Cycle of Poverty : The BRAC Strategy,
久木田由貴子・久木田純訳、新評論、2001年）が紹介されている。日本に紹介され
ている BRAC研究はそれほど多くないが、キャサリン・H・ラヴェルの著書は「学習
する組織」として BRACの特徴をとらえ、そのプログラムを具体的に紹介することに
よって読者の BRAC理解を助けてくれる。イアン・スマイリーもこの本を高く評価し
ながら、長期にわたる調査研究と膨大な数のインタビューを積み上げることによって
本書を書きあげている。その意味で、本書は BRACについての知のプリズムのような
ものである。光の角度とそれを受け止める本書の各部分によって、読者はいろいろな
知を受け止めることが可能である。
昨年、グラミン銀行のムハマド・ユヌス総裁が政府によって解任された。グラミン
銀行は国立銀行であり、国家公務員の定年をはるかに超えたユヌス氏はその職にとど
まれないということであった。また、外国企業とのソーシャルビジネス、あるいは外
国からの援助資金の不正使用との疑惑も政府によって囁かれている。かつて、大統領
選挙の際に支持者によって出場が準備され、ユヌス総裁も一時、真剣に検討した事実
を政治家たちは忘れてはいなかったのである。バングラデシュのような国において、
NGOと政治システムとの関係は、いつの時代でも難しいものである。それは、BRAC
やアベッド総裁にとっても例外ではなかった。NGOと政治システムとの問題は、民主
主義が十分に定着していない国において、常に不透明な部分を残しながら当面は解決
されないであろう。以上の点を考える際にも、本書は多くの問題点を示唆している。
